
公益社団法人千葉県畜産協会

会長　　森　英介

目

次

年頭にあたって

明けましておめでとうございます。謹んで新春のお喜びを申し上

げます。

平素より、当会の事業につきまして特段のご理解とご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。

昨年は、年頭から高病原性鳥インフルエンザが県北東部３市で合

計１７カ所、加えて３月には旭市で豚熱が発生し、緊張感のある慌

ただしいスタートとなりました。

１０月には、当協会も前身の社団法人千葉県畜産会から通算で７

０周年を迎え、同時に設立された公益社団法人中央畜産会では記念

式典が開催されました。また、元理事の蜂谷良一様の春の叙勲をは

じめ、秋の第１６回全日本ホルスタイン共進会では千葉県の出品牛

が３０年ぶりに部門最高位を獲得するなど多数の方々が栄えある賞

を受賞され、春から秋にかけては祝賀ムードの雰囲気がありました。

一転して、１２月には北海道・三陸沖で大規模な地震が発生するとともに、それに伴う後発地

震注意情報が本県にも出され、家畜疾病発生シーズンの懸念と相まって緊張感の高い状況が続き

ました。

畜産を取り巻く情勢は、依然続く円安、物価高、飼料高が、生産コストに影を落とし、引き続

き農家戸数は減少傾向となっている一方で、落ち込んでいた牛枝肉価格及び子牛価格が持ち直し、

豚肉、鶏肉及び鶏卵の卸売価格は堅調、生乳取引価格も６月、８月と追加で引き上げとなり、価

格転嫁への意識も少しずつ消費者に浸透し、持続的な生産環境も整いつつあると感じているとこ

ろです。

このような中、当会は令和８年においても引き続き、国、県の施策をベースとした個別経営指

導や補助事業の導入などの経営支援、農場ＨＡＣＣＰや衛生指導・支援などの家畜防疫、畜産フェ

アなどを活用した消費者への理解醸成、マルキンや肉用子牛生産者補給金制度の推進などの経営

安定対策といった公益事業を中心に、千葉県畜産のために県や関連団体と連携して業務を推進し

てまいります。更には、業務環境もすでに導入されている勤怠システムや経理データのクラウド

化に加え、農家指導やイベントに係るタブレット端末の導入やホームページのリニューアルなど

遅ればせながら業務の電子化、効率化を図ってまいりますので、変わらぬご理解とご協力をよろ

しくお願いします。

むすびに、令和７年の干支「丙午」（ひのえうま）は、元気で活発なイメージや、物事が順調

に進む「躍進」「飛躍」の象徴とされています。午の如く勢いよく、畜産業界が更に躍進し進展

する年となるよう願いたいと思います。
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令和７年９月１８日に東京都千代田区の都市センターホテルで公益社団法人中央畜産会

創立７０周年記念式典が開催され、永年功績のあった役職員に対し表彰がありました。当

協会から元理事である蜂谷良一氏と元職員である武田善秀氏が森山裕会長から功績者表彰

を受けました。

（専務理事 富田）

令和７年１０月２５日（土）２６日（日）、

ホルスタインの祭典「全日本ホルスタイン

共進会」が、北海道安平町の北海道ホルス

タイン共進会場にて１０年ぶりに開催され
ました。（通常５年毎に開催されますが、

前回大会はコロナの影響で中止となってい

ました。）
全国から３５８頭の出品があり、そのう

ち千葉県からは７頭が出品しました。

千葉県出品団は、２日間かけて、会場ま

で陸路とフェリーで移動、本番までは現地
にてコンディションを整えて審査に挑みました。

結果は、優等賞２頭、１等賞４頭、２等賞１頭の好成績、中でも１４部に出品した、鴨

川市の糟谷英文さん所有牛が、３０年ぶりのクラスチャンピオンに輝きました。（自県産

牛としては、史上初の受賞）
会期を終え、出品団全員、全頭無事帰郷した後、千葉県知事へ表敬訪問する機会をいた

だき結果を報告、熊谷知事ともこの快挙を共に喜ぶことができました。
（千葉県酪農農業協同組合連合会）

中央畜産会会長から当協会２名が功績者として表彰
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式典での受賞（写真中央が武田善秀氏） 富田専務から伝達授与（右が蜂谷良一氏）

第１６回全日本ホルスタイン共進会 結果報告



出品No. 市町村

4 富里市

67 旭市

48 旭市

47 旭市

39 香取市

5 富里市

賞

塩澤　英一

氏名

(株)平野養豚

平山喜美子

名誉賞

優等賞1席

優等賞2席

優等賞3席

優等賞4席

優等賞5席

岩岡　篤史

ブライト

(株)堀江ﾌｧｰﾑ

千葉県では高病原性鳥インフルエンザ及び豚熱が発生した場合に防疫作業を円滑に行うため、県

職員及び関係者による、県内畜産農場での発生を想定した防疫活動演習を当協会と共催により、

下記のとおり実施しました。（衛生指導課 渡邊）

【防疫活動演習概要】

実施日：令和７年１０月１６日（木）９：３０～１６：００

場 所：千葉市農政センター

参加者：県関係機関、市町村、関係団体、民間事業者等 計１１５名

演習内容：

（１）防疫作業説明 （２）防疫作業実地演習

ア 防疫従事者の一連の動きについて ア 作業準備：受付・資材配布・健康管理

イ 養豚場における殺処分 イ 防護具等の着脱

ウ 豚熱発生時の殺処分 ウ 養鶏場における殺処分・消毒

エ 防疫服等着脱方法 エ 豚熱発生時の殺処分方法

富里市の塩澤英一氏が農林水産大臣賞を受賞！

令和7年度千葉県肉豚共進会を9月30日（火）～10月2日（木）旭市の千葉県食肉公社を会場

として開催いたしました。

全体の成績としては、68組136頭の出品数で、上物頭数102頭、上物率78.3％、平均枝肉重

量78.3㎏という結果で、その中から比較審査を行い、富里市の塩澤英一様が名誉賞を受賞いたし

ました。

名誉賞に輝いた塩澤氏の出品豚は、去勢は枝肉重量79.0㎏、雌は80.5㎏で、出品豚のなかで唯

一極上のセットでした。外観は長さ、広さ、厚さがすべて優れており、肉質においては締り、き

め、色沢、脂肪の質において素晴らしく欠点のない枝肉でした。（生産課 金杉）

令和７年度千葉県急性悪性家畜伝染病防疫活動演習の開催
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着衣の様子 鶏殺処分演習の様子 豚熱殺処分実演の様子

令和7年度 千葉県肉豚共進会

名誉賞受賞者 塩澤 英一 氏



○船橋競馬場２０２５「ふれあい広場」

令和７年１０月１２日（日）、船橋競馬場において、千葉県競馬組合主催による「ふれあい広

場」（騎手会によるファン交流イベント、乗馬体験など）が７年ぶりに開催され、競馬ファンや

小さい子供を連れた家族などでにぎわいました。

また、同会場において畜産フェアを千葉県の後援、関係団体・出展団体等の協力のもと、実施。

開会にあたり千葉県畜産協会 森会長、千葉県農林水産部 座間生産流通戦略担当部長より、出

展者に激励の言葉をいただきました。

『千葉の畜産を「食べよう」「話そう」「知ろう」』をテーマに県産農畜産物の販売や千葉県

畜産に係る展示等を通じ、県産畜産物や県産食品の消費拡大及び食育等の推進に努めました。

〇ＪＢＣ畜産フェア２０２５

令和７年１１月３日（祝・月）、１５年ぶりに『ＪＢＣ』（ジャパン・ブリーダーズ・カップ：

全国の地方競馬が一体となって行うダート競馬の祭典）が船橋競馬場にて開催され熱狂的な盛り

上がりを見せました。

同会場において、畜産協会では生産者・関係団体等の協力のもと千葉県畜産物（乳製品・豚肉・

牛肉・蜂蜜）のカタログ販売を実施、県内外から訪れた来場者に対し千葉県の美味しく高品質な

畜産物をＰＲしました。

畜産フェアにつきましては、

今後も継続して実施してまいり

ますので、引き続き関係各位の

ご協力をよろしくお願いいたし

ます。（経営・環境課 小倉）

令和７年度千葉県畜産フェア開催

畜産ネットワークちば 第６５号（４）



http://www.morikubo.co.jp

わたしたち森久保薬品は
人と動物の「これから」を真剣に考えています。

区分 黒毛和種 褐毛和種 
その他の 
肉専用種 

乳用種 交雑種 

保証基準価格 574,000 523,000 334,000 164,000 274,000 

合理化目標価格 446,000 406,000 259,000 110,000 216,000 

７年度 
第２四半期※ 

平均売買価格※※ 647,800 610,600 - 220,600 392,800 

補給金単価 ‐ - - - - 

区分 
標準的販売価格 

（A） 

標準的生産費 
（B） 

差額 
（C）=(A)－(B) 

交付金単価 
（D）=(C)×0.9 

令和７年 
７月 

肉専用種 1,166,944 1,142,660 24,284 - 

交雑種 774,022 773,864 158 - 

乳用種 480,397 526,749 △46,352 41,716.8 

令和７年 
８月 

肉専用種 1,111,185 1,143,367 △32,182 28,963.8 

交雑種 775,004 783,090 △8,086 7,277.4 

乳用種 481,269 518,440 △37,171 33,453.9 

令和７年 
９月 

肉専用種 1,132,720 1,143,761 △11,041 9,936.9 

交雑種 754,678 766,270 △11,592 10,432.8 

乳用種 481,486 519,239 △37,753 33,977.7 

本制度は肉用子牛の価格が低落した場合に、生産者補給金を交付し、肉用子牛生産の安定等を

図ることを目的としております。加入を希望する方は事務局までお問い合わせください。

また、契約者死亡、経営中止、経営移譲、個人から法人への移行等、現在の契約に変更が生じ

た場合は、速やかに事務委託先を通じて報告をお願いいたします。（企画課 飯沼）

※「その他の肉専用種」については、令和２年度から算定期間を１年（４月～３月）としている。

※※「平均売買価格」については、指定家畜市場における指定肉用子牛の取引価格から算出している。

本制度は、肥育牛１頭当たりの標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合に、肉用牛の生

産者に対し、その差額の９割を交付金として交付することにより、肉用牛の生産者の経営に及ぼ

す影響を緩和することを目的としています。肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）に加

入して経営の安定を図りましょう。（企画課 飯沼）

注：交付金は１円単位で交付となります。

♦牛マルキン制度では繁殖雌牛や種雄牛は対象となりません！

繁殖雌牛や種雄牛を誤って申込んだことが分かった場合や、申込の後に繁殖に仕向けた場合は、

速やかに本会に報告の上、「異動報告書（または削除依頼書）」を提出してください。

（単位：円／頭）

肉用子牛生産者補給金制度

肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）
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🔷肉用子牛の補償基準価格・合理化目標価格及び発動状況

🔷交付金の交付状況 （単位：円／頭）



牛の出生や異動の届出は、速やか、かつ正確に行いましょう‼

  ・牛の管理者には、牛トレサ法に基づく耳標の装着及び
   各種届出が義務づけられています。
  ・�届出をせず、又は虚偽の届出をした場合には、
   牛トレサ法に基づく罰則の対象となります。
  ・さらに、各種補助金の対象から除外されたり、
   返還を求められる場合もあります。

  ・牛の個体識別情報検索サービスホームページよりご利用いただけます。
  ・けい養牛リストや在庫耳標を確認することができます。
  ・ご自身で届出をした内容を画面上で確認したりダウンロードすることができます。
  ・�最大５００頭までの届出内容を一括で送信できます。

  

牛トレーサビリティ制度に
関するお問い合わせは…

・関東農政局�消費・安全部�畜水産安全管理課 TEL：048-740-5066

（過去９０日以内の届出）

パソコン、スマートフォン、タブレットを利用して牛の届出を
行ってみませんか？��〜届出Webシステム〜

出生 死亡
耳標
脱落

転出 転入
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第６３回畜産関係試験研究成果発表会 動画配信のお知らせ

＜養鶏部門＞
◆不織布による鳥インフルエンザ侵入防止対策
 に関する調査
　（畜産総合研究センター　養豚養鶏研究室　小形 次人）

　　不織布等による鳥インフルエンザ侵入防止対策

　に関する聞き取り調査を行い、コスト、施工や維

　持管理のしやすさ、破損や交換頻度などを調査し

　たので概要を報告する。

＜酪農・肉牛部門＞
◆青刈りトウモロコシの収量および調査項目
 の年次変化について〜奨励品種選定試験よ
 り〜
　（畜産総合研究センター　企画環境研究室　名取　美貴）

　　毎年実施する青刈りトウモロコシ奨励品種選定

　試験の直近５年間の乾物収量や稈径などの収穫調

　査結果において、異品種間に共通した年次変化の

　傾向が認められたので紹介する。

◆栽植密度が飼料用トウモロコシの収量性に
 与える影響と現地調査からみた実情
　（畜産総合研究センター　企画環境研究室　岡庭　就祐

　　トウモロコシの収量確保には改めて栽植密度が

　重要と考えられた。また、栽培農家の現地圃場を

　調査した結果収穫時の栽植密度は様々な要因でば

　らついていた。

◆暑熱対策の違いが乳牛の生産性に及ぼす影
 響の現地調査
　（畜産総合研究センター　乳牛肉牛研究室　小林　大誠）

　　令和５年度より取り組んでいる県内酪農家に

　おける暑熱対策現地調査の実施状況と、今年度

　より取り組んでいる毛刈りによる暑熱対策の効

　果検証の調査内容について報告する。

◆交雑種去勢肥育牛における早期出荷のため
 の肥育前期粗飼料割合の検討
　（畜産総合研究センター　乳牛肉牛研究室　行川　貴浩）

　　交雑種去勢牛で肥育前期粗飼料割合が30～40％

　の場合、24ヵ月齢での早期出荷が可能である。　

また、発育・増体、枝肉成績、収益性等を総合す　

ると、40％が最も適当である。

＜養豚部門＞
◆豚における特定遺伝子型の判別検査の概要と
 新たな調査研究の紹介
（畜産総合研究センター　養豚養鶏研究室　　細野　真司）

　　近年、豚の抗病性に関与する遺伝子を検出する

　技術が確立された。この抗病性に関与する遺伝子

　について解説するとともに、これら技術の活用に

　向けた試験研究を紹介する。

【お問い合わせ先】
●千葉県畜産総合研究センター［TEL：043-445-4511 FAX：043-445-5447］
●千葉県農林水産部畜産課  ［TEL：043-223-2939 FAX：043-222-3098］
※動画配信の情報等は畜産総合研究センターホームページ（http:/www.pref.chiba.lg.jp/lab-chikusan/）を
 ご覧ください。

＜酪農・肉牛部門＞
◆トウモロコシ・ソルガム混播栽培用トウモ
 ロコシの品種比較試験
　（畜産総合研究センター　嶺岡乳牛研究所　冨松　大智）

　　本県に適した混播栽培用のトウモロコシ品種を

　選定するため、早中生・中生系各２品種の合計４

　品種を用いて品種比較試験を実施したので、その

　内容を報告する。

◆県産黒毛和種における脂肪酸組成の現状
　（畜産総合研究センター　乳牛肉牛研究室　三根　琴美）

　　令和６年度に調査を行った脂肪酸組成データに

ついて分析した結果、オレイン酸55％以上の牛肉は

全体の65％と高かった。さらに、脂肪酸組成に影響

する要因を解析したので紹介する。

千葉県農林水産技術会議畜産部会主催の試験研究成果発表会は、1１月１１日に開催いたしまし

た。会場にご来場いただき、貴重なご意見をいただきましたことに感謝申し上げます。

今後は、令和８年３月から約１０ヵ月間、「千葉県公式セミナーチャンネル」にて動画配信を

行います。どなたでも視聴が可能ですのでぜひご覧ください。

また、資料をご希望の方は畜産総合研究センターまでお問い合わせくださいますようお願い申

し上げます。（千葉県畜産総合研究センター）

畜産ネットワークちば 第６５号（７）



畜産関係施設リース（通常リース）のご案内

（公財）畜産近代化リース協会のリース事業（通常リース）の特徴・仕組み

　通常リースのほか、国等の補助事業による補助付リースも実施（補助残の価額で貸付け）してお

ります。

�詳しいことをお知りになりたい方は、（公社）千葉県畜産協会、最寄りの農業協同組合
又は（公財）畜産近代化リース協会までご連絡ください。

（公財）畜産近代化リース協会     TEL:03-3584-0899  FAX:03-3584-0758
（公社）千葉県畜産協会 事業部      TEL:043-241-1738  FAX:043-238-1255

　◎経営資金が有効に使えます

　　機械の導入時に多額の購入資金を必要としませんので、資金を有効に生かすことができます。

　◎導入する機械施設、購入業者が選べます

　　リース物件は、農家が自由に選定でき、購入価額も業者と交渉して決めていただきます。

 ◎リース物件は、リース期間終了後は自分のものになります

　　最後に支払う譲渡価額は、購入価格の１０％相当額又はゼロ（リース料返済額の平準化）のい

　ずれかを選択出来ます。

 ◎リース期間中は、偶発的事故の損害が補償されます

　　リース機械施設は割安な掛金で損害保険（動産総合保険）に一括加入されるので、リース期間

　中の火災・落雷・盗難等偶発的な事故による損害が補償されます。

 ◎農家には農業協同組合等を通じてリースされます

　　リース物件は、農家が選んだ業者から当協会が購入し、農業協同組合等にリースします。農家

　は、この農業協同組合等から再リースされます。

　◎特認貸付けもできます

　　リース協会の理事長が特に必要として認めたときは、特認でリースすることができます。本措

　置を利用して、成分分析機器などもリース可能です。

　◎リース期間の短縮・延長ができます

　　農家の要望によって、例えば法定耐用年数７年の機械の貸付けにおいて、通常のリース期間６

　年を４年から９年の範囲で変更することができます。

　◎中古機械もリースします

　　一定の要件を満たすものは、中古機械（機械施設の種類及び耐用年数の残存期間は問いません。）

　もリースの対象となります。

　◎信用保険にも加入（任意）できます

　　当協会から畜産機械施設のリースを受けている農家の方が、いろいろな事情で経営が破たんし、

　リース料を納入できなくなって保険事故と認定された場合に、保険会社が代わりに保険金として

　支払う保険制度です。

　◎随時、迅速に貸付けします

　　当協会のリース申請は、随時、受け付けており、貸付契約も迅速な処理で、農家が必要な時に

　早急な機械施設の整備が可能です。
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ナイスポークチバ推進協議会ＮＰＣ通信

公益社団法人千葉県畜産協会　事業部　（担当：加藤）

　　　TEL：043-241-3851　FAX：043-238-1255

ナイスポークチバ推進協議会

事　務　局

♦自民党県議会畜産振興議連との意見交換会開催（２０２５．９．２２）

自民党県連本部にて、県議会議員と豚熱発生時のレン

ダリング処理の良かった点と今後の課題について意見交

換しました。

意見交換では、レンダリング対応で良かったこととし

て次の報告がありました。

①農場周辺の環境汚染を防ぐことができた。苦情の心配

がない②続発や野生イノシシへの感染を防ぐことができ

た。③近隣住民への説明がしやすく関係を良好に保つこ

とができた④悪臭（苦情）がない⑤埋却地を残せたので再開の妨げにならない⑥終わったと思える。

また、レンダリング活用に対する問題点の報告（処理期間、経費等）もあり今後の検証が必要と思わ

れます。

♦第４９回千葉市民産業祭り盛大に開催（２０２５．１１．１）

千葉市ポートパークにおいて、県産豚肉のPR活動を実施しました。

会場を訪れた来場者に対し千葉県産の豚肉生産と関連情報に関心を示していただきました。

♦令和７年活動報告会盛大に開催（２０２５．１２．３）

京成ホテルミラマーレ「ローズルーム」において、２２０名を参集し盛大

に開催されました。

午後３時から開会された前段の特別講演では、北里大学の山田 悟先生か

ら科学的根拠に基づく最新栄養学「脂質こそ最も安全な栄養素」と題するお

話しをいただきました。

後半の報告会は午後５時半から開会、熊谷千葉県知事をはじめ、国会議員、

自由民主党県議会議員会畜産振興議員連盟、サポーター会員の皆さん等を来賓に招き開催。乾杯の後、

県産銘柄ポーク７品目の食べ比べ、その間、映像による１年間の活動報告、公募により採用されたデザ

イン発表、サポーター会員とナイスポーク青年部による情報交換会、千葉ロッテ選手との交流、と盛り

沢山の内容で進められ、閉会に際し協議会として「養豚産業を守り発展させるための決議」を披露。会

場から賛同の拍手をいただき、最後は「よートン」で締め会を閉じました。

♦令和８年新春・新年挨拶（２０２６．１．７）

例年行われる知事への新年の挨拶は)午前10時４０分に訪問し、

新年の挨拶に加え養豚への変わらぬご指導をお願いいたしました。

知事から「養豚は県の重要な産業、安定した生産に頑張って欲

しい」とのエールをいただきました。そのほか副知事、農林水産

部長、関連部署及び健康福祉部衛星指導課、自民党県連、日本政

策金融公庫千葉支店を訪問いたしました。
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  ◎皆様の「入会申込み」をお待ちしております。 
 当 NPO では、千葉県内で畜産業を営む農家に対し，経営，飼養管理，家畜衛生等の技術を持つ 
人材の情報を提供し，経営を支援する事業を行うとともに，一般消費者への県内産畜産物消費拡大 
や児童生徒への動物ふれあい情操教育活動の場を作り，県内畜産振興並びに県民への畜産に対する 
理解を深めることを目的として活動を行っています。皆さまのご入会をお待ちしております。 

お問い合わせＮＰＯ法人いきいき畜産ちばサポートセンター事務局（千葉県畜産協会内）） 
ＴＥＬ：０４３－２４１－１７３８ ＦＡＸ：０４３－２３８－１２５５  

１．役員会報告

令和７年１２月１２日(金)１５時から公益社団法人千葉県畜産協会(以下、千葉県畜産協会)会議室に

於いて千葉県畜産協会富田耕太郎専務理事来賓のもとに、役員１２名の出席のもと第２回役員会が開催

され、事業の進捗状況や第２回畜産研修会等について協議しました。主な内容等は下記のとおりです。

（１）令和７年度事業進捗状況について

ア 農場HACCP構築支援指導

現在、県内農場HACCP認証農場のうち56農場の維持支援および認証の構築支援19農場の合計

75農場の構築・維持支援に農場指導員23名とともに取組んでいます。（農場内訳：酪農10、肉

牛28、養豚29、採卵鶏6、ブロイラー2）

イ JGAP認証構築等支援

県と連携を図り希望農場へのJGAP畜産版の普及推進、構築支援に努めていますが、現在、新た

にJGAP認証取得を希望する農場は寄せられていません。

ウ 第１回畜産研修会：令和７年６月２７日（出席者：45名、情報交換会：29名）

演題１ 「令和７年度主要施策について」

講師：千葉県農林水産部畜産課 企画経営室 主幹 吉田喜一郎 様

演題２ 「動物用医薬品をめぐる情勢について」

講師：公益社団法人日本動物用医薬品協会 理事長 池田一樹 様

エ 人材情報システム運営及び畜産情報収集・提供事業

今年度も千葉県農業大学校からの畜産部門講座の非常勤講師の依頼があり、畜産人材バンク登録

者の本会会員を紹介しました。

オ 消費者交流・動物情操教育事業

千葉県畜産協会が実施する畜産フェアに参加し、消費者に対して畜産を正しく理解してもらうた

めの広報に努めました。（農場HACCPパネル展示、消費者アンケート調査等）

２．令和７年度第２回畜産研修会の開催について

本研修会では、和牛改良や獣医行政の分野で長年第一線に携わってこられた講師をお招きし、これま

での経験や現場で培われた知見をご紹介いただきます。

参加者の皆様が、今後の業務や畜産振興に役立つヒントを得られる機会となれば幸いです。

（１）開催日時 令和８年２月２０日（金）午後１時３０分～４時３０分

（２）開催場所 千葉市民会館 ４階 第1・第2会議室

（３）研修会内容

講演 １ 午後１時３５分～２時３５分（６０分）

演題 「一行政技術屋の和牛改良への取り組み（仮題）」

演者 NPO法人いきいき畜産ちばサポートセンタ—副会長 菊池令 様(日本食肉協議会専務理事)

講演 ２ 午後２時４５分～３時４５分（６０分）

演題：「私の反省記（公務員獣医師等として）（仮題）」

演者：公益社団法人日本獣医師会副会長 栗本まさ子 様（日本乳業技術協会顧問）

（４）主催 ＮＰＯ法人いきいき畜産ちばサポートセンター

３ 会員名簿の公開

総会で提案のあった「会員名簿」の公開については、次回総会時に氏名と所在市町村までの名簿を配

布することとなりました。

畜産ネットワークちば 第６５号（１０）



畜産ネットワークちば 第６５号（１１）



「食の安全・安心」のための第１歩は、

「法令遵守」であることを改めて認識してください。

地方競馬の収益金は畜産の振興に役立てられています！
       ・酪農、肉用牛、中小家畜など家畜の生産対策に関する事業
       ・生産された家畜や畜産物等の流通改善のための事業
       ・家畜の飼養環境改善事業 など

地方競馬の収益金は畜産の振興に役立てられています！
       ・酪農、肉用牛、中小家畜など家畜の生産対策に関する事業
       ・生産された家畜や畜産物等の流通改善のための事業
       ・家畜の飼養環境改善事業 など

令和７年１２月９日(火)に船橋競馬場にて冠レース

「千葉県畜産賞ハートビートカップ競走」（準重賞）が

開催され、笹川翼騎手が乗るシーソーゲームが優勝いた
しました。

表彰式では、優勝馬関係者（馬主、騎手、調教師、厩

務員）へ千葉県獣医師会 市川会長より賞状の授与が行

われ、副賞として千葉県産の牛肉・豚肉の詰め合わせや
加工品、乳製品、はちみつなど豪華畜産物が贈呈されま

した。（生産課 林）
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船橋ケイバ「千葉県畜産賞ハートビートカップ競走」


